
スキルアップのための情報収集・情報発信

~若手大学図書館職員の実践記録~

1.はじめに

私は、 2013年 4月に山口大学で図書系

職員として新規採用され、 2016年度で 4

年目となる大学図書館職員である。

材高では、新規採用からの三年間を振り

返り、若手大学図書館職員として特にスキ

ルアッフ。につながったと感じた↑静反収集と

情報発信を中心に取り上げる。読者のなか

には、私より経験豊富な方が多いと思われ

るので恐縮だが、「こんな考え方、やり方も

あるJとしづ参考にしていただければ幸い

である。

2.な苦情報収集・情報矧言なのか?

例えば、企画立案をするときには、その

根拠となる↑静Rが必要であるし、それを企

画書にまとめるときには情報発信の能力が

活きてくる。

変化の激しし、時代において、その時々に

直面するタスクや間関字決に取り組むには、

最新情報を常に把握しておくこととともに、

その時々の自分に必要な知識を習得し続け

ること、学ひ続けることが不可欠である口

3. i育報収集

私が情報収集をする上で心がけているの

は、実務へのアウトプットを意識して↑静良

収集していることである。実務にどう関わ

るか、どう活かせるかとしづ視点を忘れな

いようにし、情報収集のための情報収集で

終わらないように気をつけている。
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山口大学岡崎聡志

(1) Web情報

高等教育・図書館系の実務に関連する

Web情報を日々確認するようにしている。

メインは『カレントアウェアネス・ポータ

ル.~ (1)と WS官 Updates(学術情報流通ニ

ュース)~ωの 2 つである。その他、文部手ヰ

学省、国立国会図書館、気になっている大

学図書館、高等教育や図書館の関連団体な

どの Webサイトを適宜確認し、最新動向

をチェックしている。

Webサイトの更新情報を確認するには、

RSSリーダーωとはてなアンテナ私)を使用

すると便利である。また、興味・関心のあ

る Web情報を捺す際には、はてなブック

マーク(5)とGoogleアラートωを利用してい

るω。これらのツールを使えば、一つひと

つのWebサイトを訪問しなくてすむ。

ちなみに、はてなアンテナ iki句neのア

ンテナ」 ωには、日本全国の大学や図書館

などの Webサイトが登録されており、更

新情報が一覧できる。

以上のように、 Web情報の収集について

まとめてみたが、恥ずかしながら、私自身

いつもスムーズに処理できているとは言い

がたい。 RSSリーダーの更新情報が溜まり

がちになることもある。

しかし、その点についてはあまり気にし

ないようにしている。なぜなら、 Web上の

一次情報を見落としていても、重要なもの

であれば、多少遅れてしまうものの、以下

で紹介する他の情報源でもカバーできると

考えているからである。



この段階では、とりあえず情報を集めて、

ピンときたものがあればしW、くらいの気持

ちである口新聞やテレビニュースを見てい

る感覚である。情報過多によりパンクして

綱獄売しなくなるよりは、取りこぼしながら

も系世話涜したほうがいい。

なお、より詳細な Web情報の収集方法

については、「北海道の図書館員勉強会でお

はなししてきました」 ωと「カレントアウ

ェアネス・ポータルのいまを咳此f':情報

収集活動と未来へのアイデアJ(1ωが参考に

なる。

(2)大学職員の個人ブログ

大学職員が運営している個人ブログも重

要な情報源である口同時に後半の情報発信

のお手本としても勉強になることが多い。

例えば、大学図書館職員によるブログで

は、システム関連の↑静院に詳ししイささく

れ，Jl(11)や自己啓発やサービス関連の情報に

詳しい『空手家図書館員の奮戦記』 ωなど

がある。

図書館以外の部署の大学職員によるブロ

グでは、『大学職員の書き散らかしBLOGJ]

(13)や『松宮慎治の憂欝J](14)などがあり、様々

な考え方、ニュースや事例について触才しる

ことができて参考になる。

この他にも様々なブログで、独自の研

究・分析、研修やイベントの報告が公開さ

れている。一口に大学職員のブログといっ

ても、やはりそれぞれ紺教があるのでおも

しろい。

大学職員のブログを読むことは、問題意

識や疑問の持ち方、情報発信のお手本とし

てスキルアッフ。につながるので、お気に入

りのブログを見つけるとしW、と思う。
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(3)τ¥vit旬r・Faωbook

恥 itterは情報の耐しが早いので、日々

のツイートは追い切れていなし、。しかし、

最近のイベントや講演会等では、共通のハ

ッシュタグがつけられているものが増えて

おり、実況情報が補足しやすくなってきて

いる。また、1bgetter(15)を使用し、ある程

度まとまった情報として得られる場合もあ

る。

Faceb∞kでは、研修やイベントなどで

知り合った他大学の職員キ教員と「友達」

なったり、「グループρ」に入会したりするこ

とによって、インフォーマルな↑静Rを得る

ことができる。他大学の事例の裏側を知る

ことができ、興味深い。 Face加ok経由で

イベントの招待を受けることも増えてきて

いる。

(4)雑誌

図書館関連の専門来臨では、動向紹介や

特定のトヒ。ックについての論考を集めたも

のを中心に橋忍してしも。具榊句には、主

に『カレントアウェアネスJ](国立国会図書

館)、『情報管理j](科学槻振興槻蕎)、『情

報の科学と梯I'IJ](情報科学技術協会)、『大

学図書館研究J](大学図書館研究編集委員

会)、『ライブラリー・リソース・ガイド』

(アカデミック・リソース・ガイド)をブ

ラウジングまたは目次を確認して、興味深

い記事があれば、適宜読むようにしている。

その他の図書館関連の専門雑誌について

は、「情報サービスにおける各種情報源の最

新動向を学ぶためにJ(16)に挙げられている

ものに注意している「図書館関係車総目次

RSS集(国内)J (ゅのなかから、興味のあ

る雑誌を探し RSSを登録すると、最新刊

号の目次情報が得られて便利である。



(5)本

まとまった情報を得たり、新たな分野を

基礎から学んだりするには本がいし、。

私は、就寝前の約 1時間を読書の時間に

あてることを習慣化しており、冊数はとく

に目標設定していないが、大学職員になっ

てからは年間50'"'-'70冊程度読了している。

乱読を基本としているので、直張実務に関

連する本ばかりではない。

しかしながら、図書館のサービス部門に

いたときにほ情報サービスや図書館サービ

ス関係の本、契約部門にいる現在は会計や

法令関係、の本など、やはり実務に関連する

本を読む量を増やしている。新たな分野を

基礎から学ぶときに意識しているのは、自

分が無理なく瑚夜、きる入門書を複数冊読

み、まず基本をおさえ相場観を養うことで

ある。

私は、入手困難な本を除き、多少無理を

してで、も身銭を切って購入し、所有するよ

うにしている。所有することで、自由に書

き込んだり付築を貼ったりできるし、読み

たいときにいつで、も何度で、も取り出せる。

本棚にある背表紙を眺めるだけで知的好奇

心がそそられることも多しも積ん読が増え

ると、読まなければし、けないという気にさ

せられる。長期的な視点で自分専用の図書

館を作るという意識を持ち、本を購入・所

有していく、つまり、蔵書を構築していく

といいのではなし、かと思う。

ちなみに、私はブクログ(18)を使用し、読

書関連の情報を記録・管理・公開している。

(6)研修資料・その他

各機関・団体などが実施している研修の

資料もスキルアッフ。に役立つo

国立情報学研究所の Webサイト(ωでは
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「大学図書館職員忽期研修」や「物情報

リテラシー教育担当者研修」、筑波大学附属

図書館の Webサイトωでは「大学図書館

職員長期研修」の資料が公開されており、

自主学習に使用できる。

この他にも、最近では様々な研修やイベ

ントの資料は積極的に公開されるようにな

っていることに加え、講師自身が

SlideShare(21)などでプレゼンテーション

資料を公開する動きもあるので、ぜひ気に

なる研修やイベントがあれば、資料が公開

されていなし、ヵ検索するとし、川

本稿では角蚊もないが、詳しい方に連絡を

取り直族教えてもらうというのも立派な情

報収集であるし、学会・協会・団体に入会

するとし、う方法ωもある。

4.情報発信

情報収集と対になって重要なのは、↑静R

発信である。もちろん実務に直張還元する

などの情報発信以外のアウトプットも考え

られるが、今回は情報発イ言のみについて述

べる。

私が情報発信をする上で心がけているの

は、機会があれば積極的に活かしていくこ

とω、機会がなければ自主的に発信するこ

とである。

どんなに素晴らしいことをしても、情報

発信しないと広がりを持たないし、自分に

とって些細なことでも情報発信をすること

で、それを必要とする人に届く可能性があ

る。仮にその情報を必要とする人がいなく

ても、記録として残しておけば振り返るこ

とができるので、将来の自分の役に立つ。

また、自ら情報発信をすることにより、

産みの苦しみを知ることができるので、情

報を読み解く際にも活きてくる。



(1)専門雑誌などに投稿・寄稿する

私は、「書くことは考えること」、「考える

ことは書くこと」と捉えている。考えたこ

とを書くというよりも、書くことによって

考えをはっきりさせていくというスタンス

である。

今まで、に『カレントアウェアネス-E~ (国

立国会図書館)と『大学図書館研究~ (大学

図書館研郷肩集委員会)に投稿・寄稿する

機会をいただいたω邸)Dいずれも原稿執筆

のきっかけは、イベントで知り合ったこ主象

である。

『カレントアウェアネス-E~ の記事を執

筆したのは職員 1年目だ、ったので、正直か

なり不安だ、った。しかし、一時の気の迷い

で、あったかもしれないが、私を見込んで依

頼をしてくださったこと、『カレントアウェ

アネス・ポータノレ』は「皆さんに成長の機

会を提供できる」仰としづ考え方に助けら

れ、執筆することができた倒。

『大学図書館研到のときには、共著の

方に助けられながら、なんとか報!筆するこ

とができた。

文章を書くには、その内容を考えなけれ

ばならない。ものごとを考え、自分の考え

を整理するには、文章を書くのが効果的で

あると実感することができた。なにより執

筆後、自分の書いた文章が公開されるとい

うのは、特に若手職員にとって大きな励み

になる。

ωプログを運営する

ブログを運営することで、自主的に情報

発信することもできる。気軽に始めること

ができ、自分のペースで自由に更新できる

ことがメリットである。

私は、職員1年目の2013年6月から『猫
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に夢研究所』 ωというブログを始めた。と

くに更新頻度は決めずに、無理なく続くペ

ースで気ままに更新を続けている。内容は、

読書記録と研修やイベントの参加識が多

し、。かしこまったものではなく、自分のノ

ートを公開している気持ちである。

ブログに限った話で、はないが、自分の意

見が他人に反論されたとき間違っていると

恥ずかしい、自分の考えが正しし、かどうか

自信がないという方もいると思うロ

しかし、発信した内容が間違っていると

気づけば吉正すればL、し、し、様々 な意見が

あることによって、それがたたき台となり

本質的な議論が進むものだと考えると気が

楽になるのではないだろうか。

ブログを活用した大学職員のスキルアッ

プについては、「フ、ログを活用したスタッ

フ・ディベロッフ。メントの可能性」 ωが詳

しし九

(3)登壇・発表する

講師やノミネリストをすることも情報発信

の1つである。

今までに山口県立山口図書館主催の平成

26年度公立図書館職員等専門講習会で「こ

れから始めるビブリオバトル」としづお話

をさせていただき、『第 11回レファレンス

協同データベース事業フォーラム』ではパ

ネリストとして参加する機会をいただいた

登壇・発表する場合は話す量・話す時

間以上に、事前準備が大変で、かなりの情

報整理が求められる。そのため、発表者は、

聴衆以上に勉強することができる。

なによりも人前で話すことは度胸がつく。

とくに若手職員にとって、先輩にあたる

方々が多いなかで話すのは、とても緊張す



るが、その分、フィードバックも得られや

すいのでいい経験になる。

(4)メーリングリスト・その他

参加しているメーリングリストに樹高す

るのも立派な情報発信である。ちなみに、

Googleグループ'(32)を使えば、自分で筒単に

メーリングリストを作成することもできる。

私は、研修に参加したことをきっかけに、

「物貯情報リテラシー教育メーリングリス

ト」 ωを作成し、管理している(360

この他、自分が得た情報を必要としそう

な同僚や興味を持っていそうな他大学の知

人に伝えることも範囲は狭いものの、手軽

な情報発信である。

5.おわりに

情報収集と情報発信は表裏一体であると

思う。情報収集をすることで情報発信のネ

タができるし、情報発信をすることで積極

的に情報収集をするようになったり、まわ

りから関連情報を教えてもらえる。

実務に加えて、このサイクルを回してき

たことが、きっとスキルアップにつながっ

ているはずである。

※URLの参照日は、すべて2016年4月8

日である。

(1)図書館界、図書館情報学に関する最新の

情報をお知らせする、国立国会図書館の

Webサイトである。 http://current.nd1.

go.jp/ 
ω科学捌r:振興樹:蕎の担当者が収集する

各国の科学関w'↑静良の整備、流通、活用

に関する情報を、速報として簡潔にまと

めている Webサイトである。 h抗ps://ji

psti.jst.go.jp/johokar凶/

(3) RSSとはWebサイトの更新情報を通知

する倣且みであり、 RSSリーダーに登録

することで確認作業を省力化することが
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できる。なお、私は is閃d1yJという RS
Sリーダーを使用している。

(4) RSSに対応していないWebサイトの更

新情報を確認することができる Webサ

ービスである。 h此p://a.ha句na.ne.jp/

ωブックマークを保存・管理・共有できる

ソーシヤルブックマークサービスである。

http://b.hatena.ne.jp/ 
ωGoogleが新たにクローノレしたWebペー

ジのなかから、指定したキーワードに関

連するものを通知するサービスである。

h抗ps://www.gl∞gle.co.jp/ale此s
(吟はてなブックマークでは、主に「図書館」

タグが付与された情報を編悲している。

Googleアラートでは、「図書館」とし、う

キーワードを登録している。

(8) kitoneのアンテナ.http://a.hatena.ne.j 

plkitonel 
(ωkiωne.“北海道の図書館員勉強会でお

話してきました"ささくれ 2015-09-0

6. http://cheb.ha旬nablog.∞mlentη120
15/09/061175951 
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(13) samidaretaro.大学職員の書き散らか

しBLOG.h此p://kakichirashi.hatenadi

ぽy.jp/
(1心 shinnji28.松宮慎治の憂欝.h抗p://shi

nnji28.hatenablog.coml 
(1θ1¥vitterで投稿されたツイートをまと

めることができる Webサービスである。

h抗p://togetter.coml
(16)大庭一郎.“情報サービスにおける各種

情報源の最新動向を学ぶために"情報

サービス論.山崎久溜肩.樹村房， p.201 

・202，(現代図書館情報学シリーズ， 5). 

(同国立国会図書館.“図書館関係維誌目次

RSS集(圏内)".カレントアウェアネ



ス・ポータル.http://current.ndl.go.jp/n 

ode/9811 
(1④侭想本棚を作成できるWebサービスで

ある。 http:/'ゐ∞klog.jp/

(1ω国立情報学研知斤.教育研修事業.htt 
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ac.jp/pub/choken/ 
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Webサービスである。 h抗p://www.slide

share.netJ 
ωhigh190.“大学職員の能力を高めるた

めに、高等教育関連の学会に入会してみ

よう".Clear Consideration (大学職員

の教育分析). 2015-10・14.http://d.hat 

ena.ne.jp/high190/20121014/p 1 
ω 材高もメールで執筆のお話をいただい

て、力不足とlお惑じながらもスキルアッ

プの機会として引き受けさせていただい

た。

(24)岡崎聡志.学生主体の憩いの場:山口

大学総合図書館内ぶカフェJ.カレン

トアウェアネスーE.2014， no.254， http: 
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ω 猫に夢.“カレントアウェアネス-Eの執

筆過程 (E1533)".猫に夢研郷庁.2014・
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om/ent巧d20140524/1400919375

旬)猫に夢.猫に夢研賓新.htゆ羽'nekoniy

ume.hatenablog.com/ 

ω)長山琢磨.ブログを活用したスタッ

フ・ディベロップメントの可能性.大学

職員ジャーナル:大学省出査別冊.2014，
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